
令和元年9月吉田

西山学区各自主防災会長様

各自主防災会における今後の取組みについて

日頃は、地域の防火・防災にご尽力をいただき、厚くお礼申し上げます。

7月、 8月に実施した自主防災会リーダー講習時に記入していただいた「防

災診断書」のフィードバックを送付させていただきます。今後の自主防災会に

おける訓練を実施していただくのに、別添の「各自主防災会における今後の取

組みについてJを参考にしていただければ幸いです。

なお、西山学区全体の状況は以下のとおりですので参考として下さい。

① 安否確認 YESの数60個中 21個

② 現地本部運営 YESの数60個中 24個

③ 初期消火 YESの数60個中 24個

④ 救出救護 YESの数60個中 5偶

⑤ 避難誘導 YESの数60個中 19個

⑥ 防災計画・マップ等の作成 YESの数60個中 16個

※ YESの数が多い項目は十分な自主防災活動が実施されでいます。

上記結果を参考に各自主防災会は積極的な訓練の実施をおすすめします。

問合せ名東消防署警防地域課

杉浦安部

TEL 703-0119 

FAX 703-0104 



防災診断審

防災会名:
議準灯台オ余 作成臼時: 令和元年7月78

本診断書は、自主防災会の会長や班長など、地域の自主紡災活動を中心的に担う
方々の意見をもとに職員がチェックを行うことで、自主防災会の現状を把援し、今後の
自主紡災活動の支援に役立てるために活用するものです。
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藤巻町自主防災会における今後の取組みについて

推進項目 | 

・現地本部運営 【防災診断書 0ポイント】
二次災害のおそれがない場所を選定し、事前に現地本部の設置

場所を決めておいてください。

現地本部運営マニュアル等を作成し、任務の優先度や分担を事
前に決めておいてください。

想定する条件をいろいろ変えて、現地本部運営訓練を定期的に
行いってください。

φ 救出救護 【防災診断書 0ポイント】
自主防災会(地域)のみなさんが、傷病者の応急手当ができるよ

うに、応急手当訓練を行ってください。

自主防災会(地域)のみなさんが、傷病者の搬送ができるよう、応
急担架を用いた訓練等を行ってください。

自主防災会(地域)のみなさんが、車両用ジャッキや角材等を用い
て、救助を待っている人を救出できるよう訓練を行ってください。

・防災計画・マップ等の作成 【防災診断書 0ポイント】
自主防災会(地域)のみなさんで、地域の特徴に即した、防災計

画や防災マップなどを作成してください。

地域で
域)のみなさんにお知らせしてください。

地域の防災計画やマップ等を活用して、災害図上訓練(DIG)等を
自主防災会(地域)で、行ってください。

お問い合わせは:名東消防署総務課まで密052-703一0119
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*過去に実施した自主防災会独自の取組み

項目 内容 YES NO 
地域住民L支援協力内容をお知らせレ、必要c応じて随時協定内 口 口

地域と事業所 容の見直レを行っている

との連携
事業所ち訓練に参加していただけるよう、働きかけをしている 口 口


